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旺文社 教育情報センター 24 年 9 月 

 

新しい高等学校学習指導要領に基づく数学と理科は、24 年度から学年進行で先行実施さ

れており、理科は「科学と人間生活」及び“基礎を付した科目”(以下、基礎科目)である

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」が開設され、各教科書が発行されている。 

25 年度からは全ての教科・科目が新学習指導要領で全面実施される。理科では、“基礎

を付していない科目”(以下、発展科目)である「物理」「化学」「生物」「地学」の一定の開

設が予想される中、「地学」については、25 年度使用の教科書が発行されない。 

文科省は旧学習指導要領の「地学Ⅰ」と「地学Ⅱ」に対応する教科書等の使用も考えら

れるとしている。27 年の数学・理科の新課程入試では、「地学」はセンター試験・個別試

験とも“新教科書なき入試”になる。ここでは､高校理科“4領域”の現状と課題等を探る。 

 

 

 

＜新指導要領 「理科」 の科目編成と履修方法＞ 

○「基礎科目」と「発展科目」等に再編 

文科省が21年3月に告示した高等学校学習指導要領(以下、新指導要領。24年度から数学・

理科を先行実施、25年度から全面実施)の理科は、11年3月告示の学習指導要領(以下、旧指

導要領。15年度から実施)に比べ、科目編成や単位数、履修方法等が大幅に改訂されている。 

新指導要領「理科」の科目編成は、「科学と人間生活」(標準単位数2単位。以下、かっ

こ内の数値は単位数)／「物理基礎」(2)／「化学基礎」(2)／「生物基礎」(2)／「地学基

礎」(2)／「物理」(4)／「化学」(4)／「生物」(4)／「地学」(4)／「理科課題研究」(1)

の10科目である。(図1参照) 

○ “基礎３科目”主体の選択必履修 

新指導要領「理科」の履修方法は、上記 10 科目のうち、「科学と人間生活」「物理基

礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」から「科学と人間生活」を含む 2 科目、又は

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」から 3 科目を選択して必履修する。

普通科では、“基礎 3 科目”の選択必履修が主体になるとみられる。 

さらに、物理、化学、生物、地学の｢基礎科目｣を履修した後、各領域(物理、化学、生物、

地学の4領域)に対応する｢発展科目｣(｢物理」「化学」「生物」「地学｣)を選択して履修する。

また、「理科課題研究」は、｢基礎科目｣を1科目以上履修した後に履修する。(図1参照) 

 今月の視点－69  
 

新課程「地学」は、“新教科書なき入試”に!
 

25 年度使用教科書「地学」(発展科目)の

発行なく、旧課程「地学Ⅰ」と｢地学Ⅱ｣で対応!
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全日制・普通科で大半の生徒が国公立大を含めた進学を目指す高校における新指導要領

｢理科｣の履修形態としては、「基礎科目」は 1 年次 2 科目、2 年次 1 科目を履修(“基礎 3

科目の選択必履修”をクリア)、「発展科目」は、文系の 2 年次と 3 年次で 1 科目を分割履

修、理系の 2 年次と 3 年次で 2 科目を分割履修するようなカリキュラムが一般的に想定さ

れる｡なお､理系では 2 年次又は 3 年次で「理科課題研究」の履修もあり得る。(図 2参照) 

＜旧指導要領 「理科」 の科目開設状況＞ 

24 年度入学者に適用される新指導要領「理科」の各科目の開設状況は、現時点では公表

されていないため、「理科」科目の開設状況の傾向を旧指導要領「理科」でみてみる。 

○ 旧指導要領「理科」の履修方法 

まず、旧指導要領「理科」科目の開設状況をみるうえで､理科の履修方法を確認しておく。 

旧指導要領「理科」の履修方法(15 年度～23 年度入学者に適用)は、次のとおりである。 

「理科基礎」(標準単位数 2 単位。以下、かっこ内の数値は単位数) ／「理科総合 A」(2)

／「理科総合 B」(2)／「物理Ⅰ」(3)／「化学Ⅰ」(3)／「生物Ⅰ」(3)／「地学Ⅰ」(3)

の 7 科目のうちから、「理科基礎」「理科総合 A」又は「理科総合 B」を少なくとも 1 科

目含む 2 科目を選択して必履修する。また、原則として、物理、化学、生物、地学 4 領域

の「Ⅰを付した科目」(以下、｢Ⅰ科目｣)を履修後、それぞれの領域に対応する「Ⅱを付し

た科目」(以下、｢Ⅱ科目｣)を選択履修する。(図 1参照) 

○ 旧指導要領「理科」の開設状況 

上述の旧指導要領「理科」の履修方法を踏まえ、22 年度入学者に適用された旧指導要領

「理科」各科目の開設状況(調査対象：22 年度公立高校全日制・普通科 2,466 学科、22 年
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＜旧指導要領＞ 

 

＊選択必履修科目：
左記の―が付され

た７科目のうち、「理

科基礎」「理科総合Ａ」
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●新・旧指導要領「理科」の科目編成 ＆ 選択必履修科目の履修方法 

＜新指導要領＞ 

(図 1)

学　年

化学基礎(2)　　　　【2】 化学基礎(2)　　　　　　　　【2】

生物基礎(2)　　　　【2】 生物基礎(2)　　　　　　　　【2】

地学基礎(2)　　　　【2】 物理基礎(2)　　　　　　　　【2】

化学(4) 化学(4)　　　　　　　　　　　【・3】

生物(4)　　　　　【△・2】 物理(4)

地学(4) 生物(4)

化学(4) 化学(4)　　　　　　　　　　　【・2】

生物(4)　　　　　【△・2】 物理(4)

地学(4) 生物(4)

　※「理科」問題演習　   　【1】

３年次

●新指導要領　「理科」　の履修モデルカリキュラム　(全日制・普通科におけるイメージ)

文　　系　(10単位) 理　　系　(17単位)

１年次

２年次

注．　①　太字の科目(「基礎科目」)は必履修科目、下線を付した科目は二つの学年に分けて履修する分割履修科目。
　　　②　(　　)内数字は標準単位数。【　　】内数字は履修単位数で、△印は1科目を選択履修、・印は同一科目の分割履修を示す。
　　　③　２年次の「基礎科目」(文系＝地学/理系＝物理)は、当該の「発展科目」に先駆けて前期に履修する。
　　　④　※　３年次の理系では、入試に備えた「理科」問題演習等のほか、新設の「理科課題研究」(１単位)の履修もあり得る。
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(図 2)
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7 月調査。文科省『22 年度公立高等学校における教育課程の編成・実施状況調査の結果』

＜23 年 1 月＞)をみてみる。(以下の記述に関しては図 3・図 4参照) 

● 「理科基礎」「理科総合Ａ」「理科総合Ｂ」：「理科基礎」の開設率は 1 年次～3 年次

を通して 2％前後～7％台と低い。「理科総合 A」(物理・化学分野)の開設率は 1 年次で

67.0％と高いが、「理科総合 B」(生物・地学分野)の 1 年次開設率は 20.6％に留まる。 

● 「物理Ⅰ」「物理Ⅱ」：「物理Ⅰ」の開設率は、2 年次 77.7％、3 年次 27.4％で、1 年次

は 0.8％に留まる。「物理Ⅱ」は 3 年次の開設率が高く 75.9％で、2 年次は 2.3％。 

● 「化学Ⅰ」「化学Ⅱ」：「化学Ⅰ」は 1 年次の開設率が 19.9％で、普通科の 2 割は「化学

Ⅰ」を 1 年次で開設している。さらに、2 年次で 71.1％、3 年次で 37.6％が開設してい

る。「化学Ⅱ」の開設率は、2 年次は 4.0%と低いが、3 年次では 78.2％に達する。 

● 「生物Ⅰ」「生物Ⅱ」：「生物Ⅰ」の 1 年次開設率は 10.7％で、理科“4 領域”では「化

学Ⅰ」に次いで高い。また、2 年次 79.7％、3 年次 52.4％と、2・3 年次とも高い開設率

である。「生物Ⅱ」の開設率は、2 年次 1.8%に対して 3 年次 80.5％で、3 年次の開設率

は理科 11 科目中、最も高い。 

● 「地学Ⅰ」「地学Ⅱ」：「地学Ⅰ」の開設率は 1 年次 0.5％、2 年次 23.8％、3 年次 23.7％

で、1 年次は「物理Ⅰ」とともに 1％未満である。ただ、｢物理Ⅰ｣は 2 年次で 8 割近く

の開設率に達しているのに対し、「地学Ⅰ」は 2・3 年次とも 2 割程度に留まる。「地学

Ⅱ」の開設率も 2 年次 0.2％､3 年次 12.7％で､他の理科“3 領域”に比べ非常に低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●旧指導要領　理科「Ⅱ科目」の開設状況(全日制・普通科)
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・地学Ⅱ：12.7％

注．①　22年度全日制・普通科入学者に適用された各年次の「理科｣の教育課程状況。　②　調査対象の普通科2,466学科
　　　における旧指導要領「物理Ⅱ」「化学Ⅱ」「生物Ⅱ」「地学Ⅱ」の各年次の開設率を示す。　　　　　(文科省資料より作成)

(％)

 

(図 4)

●旧指導要領　「理科基礎／理科総合A・B／Ⅰ科目」の開設状況(全日制・普通科)
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注．①　22年度全日制・普通科入学者に適用された各年次の「理科｣の教育課程状況。　②　調査対象の普通科2,466学科における旧指導要領
　　　「理科｣各科目(理科基礎/理科総合Ａ/理科総合Ｂ/物理・化学・生物・地学の各Ⅰ科目)の各年次の開設率を示す。　(文科省資料より作成)

 

(図 3)
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○ 旧指導要領「理科」科目の開設傾向 ～ 化学、生物、物理が主体、地学は僅か ～ 

旧指導要領「理科」各科目の開設状況から、次のような科目の開設傾向が見て取れる。 

● 1 年次｢理科｣の開設科目は、「理科総合 A」(物理・化学分野)、「理科総合 B」(生物・地

学分野)及び「化学Ⅰ」を主体にしており、特に「理科総合 A」は「理科総合Ｂ」や「化

学Ⅰ」の 3 倍以上の開設率である。 

これは、文・理系共通の科目として「化学Ⅰ」を“文・理分け”(進学志望別のクラ

ス編成)以前の 1 年次に履修させるとともに、「理科総合 A」と「化学Ⅰ」とを組み合わ

せる 2 科目選択によって、限られた授業時数における実質的な“2 領域”(化学主体と物

理)履修で学習指導と受験対策の効率化を図る狙いが伺える。 

なお、国公立大文系のセンター試験受験を見据えた「理科総合 B」と「生物Ⅰ」の“2

領域”(生物主体と地学)履修も伺える。 

● 物理、化学、生物の各「Ⅰ科目」の開設率は 2 年次で 7 割以上、「Ⅱ科目」は 3 年次で

8 割前後となっているのに対し、地学は「Ⅰ科目」が 2・3 年次で各 2 割程度、「Ⅱ科目」

は 3 年次で 1 割程度と非常に低い。 

● 公立高校全日制・普通科という前記の調査対象校を前提に、主に国公立大への進学(セ

ンター試験の受験を前提)を視野に入れて理科“4 領域”の開設状況を俯瞰すると、お

よそ次のような傾向が浮かび上がってくる。 

◎ 「理科」科目の開設は、「文・理系共通の化学」「文系向けの生物」「理系向けの物理」

といった“3 領域”でほとんど占められ、“地学領域”の開設は僅かである。 

そして、こうした開設傾向は、新課程「理科」にも受け継がれていくとみられる。 

＜高校 「理科」 教員の実態調査＞ 

○ “地学”領域担当教員の専門性低く、苦手意識は大 

科学技術振興機構(JST：理科教育支援センター)と国立教育政策研究所は 21 年 1 月～2

月、全国約 900 校の高校で理科を教える約 3,300 人の教員を対象に、理科教育の物的・人

的環境、理科教員の意識、理科授業への取組などについての実態調査を行い、『20 年度高

等学校理科教員実態調査報告書』(22 年 3 月)を発表している。 

ここでは、旧指導要領における理科各「Ⅱ科目」の開講状況、教員の「理科」担当科目

に対する意識などについて、その要点を以下に紹介する。 

● 普通科における物理・化学・生物の各「Ⅱ科目」の開講率は 90％以上、｢地学Ⅱ｣８％ 

普通科(有効回答数 700 校)で選択科目の理科「Ⅱ科目」を開講している割合は、「物理

Ⅱ」90.6％、「化学Ⅱ」96.2％、「生物Ⅱ」95.8％、「地学Ⅱ」8.3％と、「地学Ⅱ」の開講

率は非常に低い。(図 5参照) 

また、普通科の履修者(調査した生徒数 53 万 5,195 人)における理科各「Ⅱ科目」履修

者の割合をみると、「化学Ⅱ」の 8.7％が最も高く、これに「生物Ⅱ」5.7％、「物理Ⅱ」

5.6％がほぼ同率で続き、「地学Ⅱ」は 0.3％と、開講率を反映して極めて低い。 

● 教員が理科“４領域”で、自身の高い専門性を認識している割合： 

“物理・化学・生物”は約３割、“地学”は約１割 

RI-01608
テキストボックス
(c)2012 旺文社 教育情報センター

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/


  

 - 5 - 

普通科の「理科」教員(回答教員 2,422 人)が、理科“4 領域”について、「自身の専門

性が高い」と認識している割合は、“物理”27.5％、“化学”36.2％、“生物”32.7％、“地

学”8.8％で、“地学”領域は他の“3 領域”に比べて大幅に低い。 

● 担当科目の得意度：物理・化学・生物 ｢Ⅱ科目｣の“苦手”意識は約２割､｢地学Ⅱ｣約５割 

教員(普通科)の理科担当科目(Ⅱ科目)の「得意度」について、「物理Ⅱ」は「“得意”又

は“やや得意”」79.7％、「“やや苦手”又は“苦手”」20.3％(以下、同様の「得意度」割

合の順)で、「化学Ⅱ」81.9％、18.1％／「生物Ⅱ」78.4％、21.6％／「地学Ⅱ」51.7％、

48.3％である。「地学Ⅱ」の指導については 5 割近い担当教員が苦手意識を持っているの

に対し、他の理科「Ⅱ科目」についての苦手意識は 2 割程度に留まる。(図 6参照) 

なお、理科“4 領域”の各「Ⅰ科目」についても同様の傾向がみられる。 

○ 教員の専攻分野 ～ 理学系約５割、農水系約 1.6 割、教育(理数)系約 1.6 割 ～ 

普通科「理科」教員の大学での専攻分野もみると、理学系 51.8％、農水系 15.8％、教育

(理数)系 15.7％、工学(情報含む)系 8.8％などで、理工学系が 6 割を超えている。 

理工学系での“地球科学”分野の開設学部・学科、定員等は非常に少ないことから、高

校「理科」教員における“寡少な地学専門教員”の実態が伺える。 

また、普通科「理科」教員の高校在籍中に履修した理科の各領域の割合は、“総合的な理

科”(以前実施されていた指導要領の「理科Ⅰ」「総合理科」「理科総合」「理科基礎」等含

む)19.5％、“物理”領域 80.5％、“化学”領域 90.5％、“生物”領域 71.5％、“地学”領域

42.7％で、高校で“地学”を履修した「理科」教員は、4 割強に留まる。 

以上のような調査結果から、高校・大学で“地学”領域を学んでこなかった高校｢理科｣

教員がかなりいるとみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●旧指導要領　理科「Ⅱ科目｣の開講状況(普通科)

8.3

95.8

96.2

90.6

91.7

4.2

3.9

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地学Ⅱ

生物Ⅱ

化学Ⅱ

物理Ⅱ

開講されている 開講されていない

注．普通科(N＝649)における旧学習指導要領「物理Ⅱ」「化学Ⅱ」｢生物Ⅱ」｢地学Ⅱ」のそれぞれ「開講されている」／「開講されていない」
　　割合を示す。　　　　　(　『20年度高等学校理科教員実態調査報告書』<科学技術振興機構・国立教育政策研究所：22年3月>より作成）

(図 5)

●「理科」担当教員の旧指導要領　理科「Ⅱ科目」の得意度(普通科)

51.7

78.4

81.9

79.7

48.3

21.6

18.1

20.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地学Ⅱ

生物Ⅱ

化学Ⅱ

物理Ⅱ

得意／やや得意 やや苦手／苦手

注．普通科「理科」担当教員の旧学習指導要領「物理Ⅱ」(担当教員N＝801)、「化学Ⅱ」(N＝1,028)、「生物Ⅱ」(N＝964)、「地学Ⅱ」(N＝286)の
　　各科目に対する「得意／やや得意」 と 「やや苦手／苦手」の割合を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　『20年度高等学校理科教員実態調査報告書』<科学技術振興機構・国立教育政策研究所：22年3月>より作成）

(図 6)
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＜ 「理科」 教科書の採択状況＞ 

旧指導要領「理科」各科目の“開設状況”や“開講率”などは前述したとおりであるが、

各科目の“履修状況”はどうであろうか。 

「理科」各科目の全国的な履修状況についてまとめた資料がないため、教科書の“採択

状況”から類推してみる。 

○ 24 年度「理科」教科書の採択 ～“新・旧課程”用の２系列 ～ 

24 年度入学者は、数学・理科では新指導要領に基づく教科書を使用するが、2・3 年次

など中・高学年は旧指導要領の教科書を使用する。また、主として低学年用の教科書であ

っても、中・高学年での使用や年次をまたいで使用する(分割履修)場合もある。そのため、

24 年度の「理科」教科書は、新課程用と旧課程用の 2 系列が採択されている。 

文科省のまとめによると、24 年度の新課程用「理科」教科書は「科学と人間生活」「物

理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 5 種目(科目)が発行され、合計 202 万 9,931

冊の採択があった。また、旧課程用「理科」も「理科基礎」他、全 11 種目(科目)が発行さ

れ、合計 239 万 4,378 冊が採択されている。（表 1参照） 

○ 新課程「生物基礎」は約 63.5 万冊、採択比率 31.3％ 、「地学基礎」約 8.3 万冊、4.1％ 

新課程用「理科」5 科目の教科書の合計採択冊数(202 万 9,931 冊)に占める各科目の採択

比率は、「科学と人間生活」15.6％／「物理基礎」19.4％／「化学基礎」29.6％／「生物基

礎」31.3％／「地学基礎」4.1%である。最多の「生物基礎」(63 万 5,222 冊)は、最少の「地

学基礎」(8 万 3,464 冊)の 7.6 倍に及ぶ。(表 1参照) 

○“物理”領域、“地学”領域の“基礎的な科目”の選択比率アップの動き 

「理科」は今回の学習指導要領改訂で前述したように大幅に変わったが、生徒の科目選

択の動向を新・旧課程用「教科書」の採択状況から探ってみる。 

新・旧指導要領では、必履修科目の科目編成、履修方法、単位数などが異なるため、単

純比較はできないが、新指導要領の「基礎科目」が旧指導要領の「Ⅰ科目」に相当するも

のとして、理科“4 領域の基礎的な科目”の 23 年度(旧課程用)と 24 年度(新課程用)との採

択状況(採択比率の変化)をみてみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科　　　目 冊　　　数
採　択

比率(％)
科　　　目 冊　　　数

採　択
比率(％)

科学と人間生活 317,551 15.6 理　科　基　礎 45,825 1.9

物　理　基　礎 393,752 19.4 理科総合A 134,981 5.6

化　学　基　礎 599,942 29.6 理科総合B 167,358 7.0

生　物　基　礎 635,222 31.3 物　理　Ⅰ 302,734 12.6

地　学　基　礎 83,464 4.1 物　理　Ⅱ 182,445 7.6

合　　　計 2,029,931 100.0 化　学　Ⅰ 381,739 15.9

化　学　Ⅱ 265,185 11.1

生　物　Ⅰ 634,482 26.5

生　物　Ⅱ 186,481 7.8

地　学　Ⅰ 85,501 3.6

地　学　Ⅱ 7,647 0.3

合　　　計 2,394,378 100.0

１．新指導要領「理科」教科書 ２．旧指導要領「理科」教科書

●24年度　「理科」教科書採択冊数　＆　採択比率(新・旧課程用)

注．①　採択比率は、新指導要領及び旧指導
　　　　要領のそれぞれ「理科」の合計採択冊
　　　　数に占める各科目の採択冊数の割合。
　　　②　各科目の採択比率の合計は、四捨五
　　　　入の関係で100.0％にならない場合があ
　　　　る。
　　　　　　　　　　　　　　　(文科省資料より作成)

●24年度　理科“４領域”の
「基礎科目＋Ⅰ科目」の教科書採択状況

「地学基礎＋
地学Ⅰ」
5.4 ％

(168,965冊)

「生物基礎＋
生物Ⅰ」
40.7 ％

(1,269,704冊)

「化学基礎＋
化学Ⅰ」
31.5 ％

(981,681冊)

「物理基礎＋
物理Ⅰ」
22.3 ％

(696,486冊)

合計採択
冊　数

3,116,836冊

注．24年度の主に低・中学年用の「理科」教科書(新指導

  要領「基礎科目」＋　旧指導要領「Ⅰ科目」)の合計採
　択冊数に占める理科“４領域”のそれぞれの採択比率
　を示す。　　　　　　　　　　(文科省資料より作成)

(表 1) (図 7)
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① まず、23 年度「Ⅰ科目」(合計採択冊数 195 万 6,997 冊)と 24 年度「基礎科目」(合計

採択冊数 171 万 2,380 冊)における各科目の採択比率(合計採択冊数に占める各科目の採

択冊数の割合)を比べると､次のとおりである｡(以下、23 年度 → 24 年度の順。下線・太

字は上昇) 

「物理Ⅰ」18.2％ →「物理基礎」23.0％(4.8 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇) ／「化学Ⅰ」35.2％ →「化

学基礎」35.0％(0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ低下) ／「生物Ⅰ」42.0％ →「生物基礎」37.1％(4.9 ﾎﾟｲﾝﾄ低

下)／「地学Ⅰ」4.6％ →「地学基礎」4.9％(0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇) 

② 次に、23 年度「Ⅰ科目」(合計採択冊数 195 万 6,997 冊)と 24 年度の「主に低・中学

年用の理科科目」(「基礎科目」＋「Ⅰ科目」：合計採択冊数 311 万 6,836 冊)における理

科 4“領域”のそれぞれ採択比率を比べると、次のとおりである。(以下、23 年度 → 24

年度の順。下線・太字は上昇。図 7参照) 

“物理”領域：「物理Ⅰ」18.2％ → ＜「物理基礎」＋「物理Ⅰ」＞22.3％(4.1 ﾎﾟｲﾝﾄ

上昇) ／“化学”領域：「化学Ⅰ」35.2％ → ＜「化学基礎」＋「化学Ⅰ」＞31.5％(3.7 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ低下) ／“生物”領域：「生物Ⅰ」42.0％ → ＜「生物基礎」＋「生物Ⅰ」＞ 40.7％

(1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ低下) ／“地学”領域：「地学Ⅰ」4.6％ → ＜「地学基礎」＋「地学Ⅰ」＞5.4％

(0.8 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇) 

上記①・②から、24 年度｢理科｣教科書(「基礎科目」は旧課程の「Ⅰ科目」に相当とす

る)の採択比率では、23 年度に比べ、「物理基礎」と“物理”領域の 4 ポイントを超える上

昇、及び「地学基礎」と“地学”領域の僅かな上昇がみられる。 

その一方で､「生物基礎」と“生物”領域、及び「化学基礎」と“化学”領域の採択比率

は低下している。 

◎ “物理”領域の採択比率の大幅アップは、最近の理系志向の高まりで、これまで敬遠

されがちの“物理”領域の科目を選択する生徒が増加したことによろう。 

また、“地学”領域の採択比率の僅かなアップは、新課程による理科“3 領域”主体の

選択必履修で、これまでの「生物Ⅰ」「化学Ⅰ」を主体とする“2 領域”の選択から、「地

学基礎」も選択肢に入れた“3 領域”選択への転換によるとみられる。 

○ 新科目「科学と人間生活」は約 31.8 万冊で、採択比率 15.6％ 

理科“4 領域”から科学と人間生活との関わりを取り上げて扱う“新科目”「科学と人間

生活」(2 単位。選択必履修科目)の 24 年度採択冊数は 31 万 7,551 冊で、新課程用｢理科｣

教科書における採択比率は 15.6％だった。この比率は、23 年度に採択された旧課程用の「理

科基礎」「理科総合 A」「理科総合 B」(いずれも 2 単位の選択必履修科目)の 3 科目合計の

採択比率 37.1%(「理科」11 科目全体に占める割合)の半分以下である。(表 1参照) 

ただ、「科学と人間生活」は「基礎科目」1 科目との組合せ(計 2 科目)履修で、主に専門

学科での採択が想定されるのに加え、24 年度は新課程「理科」の初年度であるため、当科

目は 1 年次のみを対象としている。 

他方、「理科基礎」「理科総合 A」「理科総合 B」は普通科も含めた全ての学科において、

これらの科目を 1 科目以上含む「Ⅰ科目」との組合せ(計 2 科目)履修であることに加え、
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当該 3 科目は主に低学年用であるが、対象は 1 年次に限らない。 

こうしたことから、23 年度採択の「理科基礎」「理科総合 A」「理科総合 B」と、24 年

度採択の「科学と人間生活」とでは、教科書の需要対象が大きく異なっていることに留意

する必要がある。 

○ 旧課程「地学Ⅱ」の採択状況 ～ 24 年度は約 7,600 冊、採択比率とも漸減傾向 ～ 

主に中・高学年用の「理科」教科書については、24 年度は新課程用の「発展科目」の発

行はなく、理科“4 領域”において旧課程用の「Ⅱ科目」4 種目(科目)が発行されている。 

● 24 年度の「Ⅱ科目」の合計採択冊数 64 万 1,758 冊に占める各「Ⅱ科目」の採択比率は、

「物理Ⅱ」28.4％／「化学Ⅱ」41.3％／「生物Ⅱ」29.1％／「地学Ⅱ」1.2%である。ま

た、採択冊数最少の「地学Ⅱ」(7,647 冊)は、最多の「化学Ⅱ」(26 万 5,185 冊)の約 35

分の 1 である。(図 8参照) 

● 旧課程用教科書「Ⅱ科目」のこうした採択状況は例年ほぼ変わらないが、「地学Ⅱ」の

最近 3 年間の採択冊数と採択比率をみると、次のように漸減している。 

「地学Ⅱ」の採択冊数・採択比率(22 年度～24 年度の順)：8,594 冊・1.4％ → 8,098

冊・1.3％ → 7,647 冊・1.2％。(図 8参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜25 年度使用の新課程 「地学」 教科書なし !  ＞ 

○ 教科書使用の規定等 

小・中学校、高等学校等の学校においては、全ての児童生徒は教科書を用いて学習する

必要がある。教科書には、文科大臣の検定を経た教科書(文科省検定済教科書)と文科省著

作の教科書(文科省著作教科書)があり、学校ではこれらの教科書を使用しなければならな

いと規定されている(学校教育法第 34 条。高校は第 62 条で準用)。 

ただ、高等学校、中等教育学校後期課程、特別支援学校並びに特別支援学級において、

適切な教科書がないなど特別な場合には、上記のような教科書以外の図書を教科書として

使用することができる(学校教育法附則第 9 条、及び学校教育法施行規則第 89 条)。 

●旧指導要領　理科「Ⅱ科目｣　の教科書採択状況の推移
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・物理Ⅱ：180,486冊
　　　　　　(28.4％)

・化学Ⅱ：259,780冊
　　　　　　(40.9％)

・生物Ⅱ：185,907冊
　　　　　　(29.3％）

・地学Ⅱ：8,594冊
　　　　　　(1.4％)

・物理Ⅱ：181,522冊
　　　　　　(28.3％)

・化学Ⅱ：265,124冊
　　　　　　(41.4％)

・生物Ⅱ：186,027冊
　　　　　　(29.0％）

・地学Ⅱ：8,098冊
　　　　　　(1.3％)

・物理Ⅱ：182,445冊
　　　　　　(28.4％)

・化学Ⅱ：265,185冊
　　　　　　(41.3％)

・生物Ⅱ：186,481冊
　　　　　　　(29.1％）

・地学Ⅱ：7,647冊
　　　　　　(1.2％)

(冊数)

注．かっこ内の数値は、各年度の理科「Ⅱ科目」合計採択冊数に占める当該科目の採択比率。　　　　　(文科省資料等より作成)

 

(図 8)
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○ 25 年度使用の「地学」(発展科目)教科書の検定申請なし ! 

25 年度の高校「理科」教育は学年進行で新課程 2 年目に入り、新指導要領｢理科｣“4 領

域”ではそれぞれ「発展科目」の開設が予想される。 

しかし、“地学”領域については、「地学」(発展科目)の検定申請がなかったため、25 年

度の文科省検定済教科書は発行されないことになる。 

これまでみてきたように、新課程“地学”領域の科目選択は、24 年度「地学基礎」の選

択率が旧課程「地学Ⅰ」に比べ僅かにアップしたことが伺えるものの、「理科」教科書全体

における“地学”領域の教科書の採択数、採択比率は低調である。特に、24 年度旧課程用

教科書「地学Ⅱ」の採択部数はついに 8,000 部を切り、理科“4 領域”の「Ⅱ科目」にお

ける採択比率も 1％強に留まる。こうした状況から、25 年度使用の新課程用「地学」教科

書については、検定申請が行われなかったものとみられる。(図 8参照) 

○ 旧課程「地学Ⅰ」「地学Ⅱ」教科書で代替 

文科省は 25 年度使用の「地学」(発展科目)教科書の検定申請がなかったことを受け、

前述の教科書関連法令(学校教育法附則第 9 条、及び学校教育法施行規則第 89 条)に則り、

新指導要領「地学」を 25 年度に開設する場合、旧指導要領「地学Ⅰ」と「地学Ⅱ」に対

応する教科書などの使用も考えられるとする通知を 24 年 5 月に各関係機関等に通知した。 

さらに 24 年 7 月には、新指導要領「地学」と旧指導要領「地学Ⅰ」「地学Ⅱ」との履修

項目の対応関係を公表している。(図 9参照) 

なお、新指導要領「地学」を 25 年度と 26 年度で“分割履修”する場合、26 年度に新

指導要領「地学」の教科書が発行されても、代替用の旧指導要領「地学Ⅰ」｢地学Ⅱ｣の教

科書を引き続き使用することもできるとしている。 

○ 新科目「理科課題研究」は検定申請受理種目から“除外” 

新指導要領で新設された「理科課題研究」(1 単位)も 25 年度以降の中・高学年(2・3 年

次など)での開設が予想される。 

当科目は、旧指導要領の理科“4 領域”各「Ⅱ科目」内に配されている「課題研究」(必

修項目)を先端科学や学際的領域に関する研究なども扱えるよう、それぞれの「課題研究」

を集約し、独立した“科目”として設置された。(図 1参照) 

また、当科目は、生徒の実感を伴った理解を図るため、個人やグループでの課題設定、

各地域の大学や研究機関、博物館、科学館、動植物園、水族館などとの連携、施設の活用

などが考えられ、授業も“特定の期間”に集中的に行うことなども想定されている。 

こうした科目の特性から、「理科課題研究」は教科書を使用する学習には馴染まないとし

て、新指導要領「理科」の教科書検定申請の受理種目には入っていない。 

そのため、「理科課題研究」の教科書は存在しないことになり、同じく教科書が存在しな

い「総合的な学習の時間」(3～6 単位＜2 単位まで減可＞。必修)と同様の学習形態などが

想定される。 

 

 
☆ 次ページに、「地学」と「地学Ⅰ」｢地学Ⅱ｣との対応関係(図 9)を掲載 ☆ 
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【地 学】(４単位) 

(１) 地球の概観 

ア 地球の形状 

(ア) 地球の形と重力 

(イ) 地球の磁気 

イ 地球の内部 

(ア) 地球の内部構造 

(イ) 地球内部の状態と物質 

ウ 地球の概観に関する探究活動 

(２) 地球の活動と歴史 

ア 地球の活動 

(ア) プレートテクトニクス 

(イ) 地震と地殻変動 

(ウ) 火成活動 

(エ) 変成作用と変成岩 

イ 地球の歴史 

(ア) 地表の変化 

(イ) 地層の観察 

(ウ) 地球環境の変遷 

(エ) 日本列島の成り立ち 

ウ 地球の活動と歴史に関する探究活動 

(３) 地球の大気と海洋 

ア 大気の構造と運動 

(ア) 大気の構造 

(イ) 大気の運動と気象 

イ 海洋と海水の運動 

(ア) 海洋の構造 

(イ) 海水の運動 

ウ 地球の大気と海洋に関する探究活動 

(４) 宇宙の構造 

ア 太陽系 

(ア) 地球の自転と公転 

(イ) 太陽系天体とその運動 

(ウ) 太陽の活動 

イ 恒星と銀河系 

(ア) 恒星の性質と進化 

(イ) 銀河系の構造 

ウ 銀河と宇宙 

(ア) 様々な銀河 

(イ) 膨張する宇宙 

エ 宇宙の構造に関する探究活動 

 

 

 

【地学Ⅰ】(３単位) 

(１) 地球の構成 

ア 地球の概観 

(ア) 太陽系の中の地球 

(イ) 地球の形状と活動 

イ 地球の内部 

(ア) 地球の内部構造と構成物質 

(イ) 火山と地震 

ウ 地球の歴史 

(ア) 野外観察と地形・地質  

(イ) 地層の形成と地殻変動 

(ウ) 化石と地質時代 

エ 地球の構成に関する探究活動 

(２) 大気・海洋と宇宙の構成 

ア 大気と海洋 

(ア) 大気の熱収支と大気の運動 

(イ) 海水の運動 

イ 宇宙の構成 

(ア) 太陽の形状と活動 

(イ) 恒星の性質と進化 

(ウ) 銀河系と宇宙  

ウ 大気・海洋と宇宙の構成に関する探究活動

 

【地学Ⅱ】(３単位) 

(１) 地球の探究 ☆ 

ア プレートの動きと地殻の変化 

(ア) プレートの動き 

(イ) 大地形の形成 

イ 日本列島の変遷 

(ア) 島弧としての日本列島 

(イ) 日本列島の地史 

(２) 地球表層の探究 ☆ 

ア 地球の観測 

(ア) 重力と地磁気 

(イ) 気象と海洋の観測 

イ 大気と海洋の現象 

(ア) 気象と気候 

(イ) 海洋の現象 

(３) 宇宙の探究 ☆ 

ア 天体の観測 

(ア) 天体の放射 

(イ) 天体の様々な観測 

イ 宇宙の広がり 

(ア) 天体の距離と質量 

(イ) 宇宙の構造 

(４) 課題研究 

ア 特定の地学的事象に関する研究 

イ 自然環境についての調査 

(☆：選択項目)

● 「地学」 と 「地学Ⅰ」 「地学Ⅱ」 との対応関係 

＜ 新指導要領 「理科」 (21 年告示)＞ ＜ 旧指導要領 「理科」 (11 年告示)＞ 

◎ 上掲の図は、新指導要領「理科」(21 年告示)の「地学」(4 単位：発展 
科目)と、旧指導要領「理科」(11 年告示)の「地学Ⅰ」(3 単位)及び「地 
学Ⅱ」(3 単位)との項目間の対応関係を示す。 
ただし、「地学」では、研究の進展により内容の更新が行われている 

(例：プルーム＜地球内部の大規模な対流運動＞や宇宙像)ため、「地学 
Ⅰ」及び「地学Ⅱ」の項目と対応している場合でも、注意が必要。 

(文科省資料＜24年 7月＞より作成)

(図 9)
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＜ 「理科」 入試の状況＞ 

高校での物理・化学・生物といった理科“3 領域”を主体とする理科教育、大学でのそ

れら 3 系統を基盤に据えた理系学部・学科の設置などを反映し、大学入試「理科」の入試

科目や受験者の受験科目においても“3 領域”が主体である。 

○ センター試験「理科」について 

◆ 現行センター試験「理科」 

旧指導要領「理科」(23 年度入学者まで適用)に基づく現行のセンター試験「理科」(以

下、現行セ試「理科」)は、26 年まで実施される。 

現行セ試「理科」の出題科目は、「理科総合 A」「理科総合 B」「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生

物Ⅰ」｢地学Ⅰ｣の 6 科目で、1 つの試験枠から 1 科目又は 2 科目を選択、解答する。 

現行セ試「理科」の国公立大での利用状況をみると、｢地学Ⅰ｣も含めた理科“4 領域”

の「Ⅰ科目」からの利用が多いが、「理科総合 A」「理科総合 B」も教員養成系や文系な

どを中心に利用されている。国立大では、理系は理科 2 科目、文系は理科 1 科目を課す

ところがほとんどであるが、公立大では理系や看護系の理科 1科目もみられる。 

他方、科目別の受験状況をみると、受験者の学校での履修歴や学習状況、個別試験と

の関わりなどから、「地学Ⅰ」を除く「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」の“3 領域”受験が

圧倒的に多い。(図 10参照) 

◎ 24 年センター試験「理科」の実施状況 

24 年のセンター試験(以下、セ試)「理科」全体の実受験者数は“理系”志向を反映し

て、23 年より 7,145 人、1.9％増の 38 万 2,629 人で、セ試全受験者数(52 万 6,311 人)に

占める「理科」選択率も 23 年の 71.1％から 72.7％にアップしている。 

「理科」各科目の受験者数は、「化学Ⅰ」22 万 3,752 人(「理科」延べ受験者数に占め

る構成比率 36.1％)／「生物Ⅰ」18 万 9,260 人(同 30.5％) ／「物理Ⅰ」15 万 2,910 人(同

24.7％)で、この 3 科目で「理科」受験者の 9 割以上を占める。「地学Ⅰ」の受験者数は

1 万 8,357 人(同 3.0％)で「理科総合 B」の 2 万 375 人(同 3.3％)より少ない。(図 10参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●24年センター試験「理科」延べ受験者の構成比率

理科総合Ａ, 2.5%地学Ⅰ, 3.0%

理科総合Ｂ, 3.3%

物理Ⅰ,24.7%

生物Ⅰ, 30.5%

化学Ⅰ, 36.1%

｢理科｣受験者

(延べ)

619,928人

注．追・再試験含む。
(大学入試センター資料より作成)

 

(図 10) 
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また、「理科」2 科目の実受験者数は 23 万 7,344 人で、23 年(3 科目受験含む。23 年

までは試験枠の 3 グループ制で 3 科目受験可)より 603 人(0.3％)増加。2 科目受験の組合

せは例年どおり、理系に必須な 2 科目である「物理Ⅰと化学Ⅰ」(13 万 4,296 人、2 科目

受験者数に占める割合 56.6％)が最も多く、次いで「化学Ⅰと生物Ⅰ」(6 万 7,839 人、同

28.6％)／ 「生物Ⅰと理科総合 B」(1 万 3,732 人、同 5.8％)などが続き、「地学Ⅰと理科

総合 B」の 2 科目受験者は 3,015 人(同 1.3％)だった。 

◆ 新課程センター試験「理科」 

新指導要領「理科」(24 年度入学者から適用)に基づくセンター試験「理科」(以下、

新課程セ試「理科」)は 27 年から実施され、出題科目と利用方法等は大学入試センター

から既に公表されている。 

◎ 27 年新課程センター試験「理科」の出題科目・利用方法 

27 年新課程セ試「理科」の出題科目は、「物理基礎」｢化学基礎｣「生物基礎」「地学基

礎」の“基礎 4 科目”、並びに「物理」｢化学｣「生物」「地学」の“発展 4 科目”の合計

8 科目である。 

また、セ試参加大学が定める利用科目と利用方法は、次の 4 パターンとなっている。 

● Ａ：「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の4科目から2科目を選択、

解答。 

● Ｂ：「物理」「化学」「生物」「地学」の4科目から1科目を選択、解答。 

● Ｃ：「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の4科目から2科目、並びに

「物理」「化学」「生物」「地学」の4科目から1科目を選択、解答。 

● Ｄ：「物理」「化学」「生物」「地学」の 4 科目から 2 科目を選択、解答。 
 

注．Cパターンにおける同一名称を含む科目同士の受験について、大学入試センターで

は制限せず、同一名称を含む科目同士の受験を可能としている(23年4月)。 

他方、国大協では“同一名称を付した科目の選択は認めない”ことが望ましいと

している(27年セ試における出題教科・科目に係るガイドライン：23年6月)。 
 

27 年の新課程セ試「理科」の出題科目・利用方法については、22 年 12 月に“方針案”、

23 年 4 月に“決定”が公表されていたが、所謂“24 年セ試トラブル”(「地歴」「公民」

の問題冊子の配付ミスなど)の検証委員会提言(24 年 4 月)を踏まえ、複雑な試験実施方

法を解消する観点から、24 年 7 月に“基礎 1 科目の指定不可”などの変更が公表された。 

なお、各大学の 27 年新課程セ試科目(数学・理科)については、23 年 11 月以降、多く

の国公立大で「予告」として発表されていたが、今回の変更で見直されることになる。 

◎ 新課程センター試験「理科」の動向予測 

新課程セ試「理科」の現段階での大学の利用状況を予測すると、国公立大では、理科

“4 領域”を主体にして、文系は“基礎 2 科目”(A パターン)、理系は“発展 2 科目”

(D パターン)が中心となり、一部の理系では“発展 1 科目”(B パターン)や、教員養成

課程の一部理系では“基礎 2 科目＋発展 1科目”(C パターン)などもみられよう。 

また、受験する理科“領域”としては、現行セ試(旧課程)と同様、物理・化学・生物
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の“3 領域”が主体となろう。ただ、理科“3 領域”が選択必履修になったことに加え、

セ試“基礎 2 科目”セットになったことから、例えば、“「生物基礎」＋「地学基礎」”

や“「化学基礎」＋「地学基礎」”などで「地学基礎」の受験比率アップもありそうだ。 

○ 個別試験「理科」について 

旧指導要領「理科」による現行の個別試験の出題科目状況をみると、国公立大・私立

大(理系)とも物理・化学・生物の理科“3 領域”の各「Ⅱ科目」(多くは「Ⅰ科目」の内

容を含む)からの出題がほとんどで、「地学Ⅱ」の出題は地球科学系を擁する学部・学科

や国立大教員養成課程の一部理系に限られ、少ない。また、「理科総合 A」「理科総合 B」

を単独で出題科目としている大学はほとんどない。 

個別試験(理系)「理科」の受験科目数としては、国立大 2 科目、公立大 1、2 科目、

私立大 1 科目がそれぞれ主体となっている。 

新指導要領「理科」の個別試験については、基本的には現行入試の出題方針を踏襲す

るであろう。 

すなわち、物理・化学・生物“3 領域”の「発展科目」(「基礎科目」の内容を含む)

から、国立大 2 科目、公立大 1、2 科目、私立大 1 科目の選択が多いとみられる。 

○「地学」(発展科目)の“教科書なき入試”! 

新指導要領「地学」(発展科目：4 単位)は、セ試の出題科目であり、個別試験でも地球科

学系の学部・学科や一部の教員養成系(理科)などでの出題科目として予測される。 

しかし、前述したように 25 年度使用の「地学」教科書は発行されない。27 年のセ試、

個別試験とも「地学」受験者は他の理科「発展科目」(3 科目)に比べ非常に少ないとみられ

るが、“教科書なき入試”は異例で、地球科学系志望者への影響が懸念される。セ試におけ

る「地学基礎」と「地学」の出題内容や難易度の違い、「地学」(全項目必修)の“選択問題

の配置などの負担軽減措置”、及びセ試と個別試験における「地学」の出題内容に係る差異

などは、学習指導要領や解説書だけでは分かりにくい。「地学」受験者にとっては受験対策

上、大きな課題だ。こうした課題解消のためにも、大学入試センターによる新課程セ試“新

科目”の「試作問題」の早期の公表が期待される。 

なお、平成 3(1991)年の学習指導要領(告示)で新設された「総合理科」(4 単位：選択必

修)は、指導要領実施初年度(6 年度)に文科省検定済教科書が不合格で発行されないまま、

当時の新課程入試(9 年)を迎えた経緯がある。 

 

 

 

＜高校 「地学教育」 の課題＞ 

本稿では、25 年度使用の新課程「地学」(発展科目)の教科書が発行されないことを踏ま

えて、高校「理科」教育の現状を探るべく、理科“4 領域”の開設状況や開講状況、「理科」

教員の専門性や担当科目への意識、「理科」教科書の採択状況、及び大学入試における｢理

科｣の出題科目や受験状況等を関係資料(データ)とともにみてきた。 
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いずれにおいても、“地学”領域は他の理科“3 領域”に比べ、生徒や受験生の需要が小

さい。25 年度「地学」教科書が発行されないのは、そうした高校「地学」の実態を象徴し

ているようだ。 

○ 戦後生まれの高校「地学教育」の役割 

地学は、物理・化学・生物ともに、学習指導要領上では主要な理科“4 領域”の 1 つと

して位置づけられている。 

しかし、地学がマイナーな理科科目になっている背景には、極めて悠遠な事物・現象ま

でも扱う様々な分野の集合体であることと多岐にわたる内容の複雑さ／地学“領域”全体

としての系統立てた指導・学習の難しさ／大学での関係学部・学科設置の少なさなどから、

地学の履修生徒の減少、高校での地学“領域”の開設・開講の縮小、地学専門担当教員の

寡少といった、“負のスパイラル”に陥っていることなどが挙げられる。 

ところで、高校「地学」は戦後、それまでの「地質・鉱物」を主体とする分野から、ア

メリカにおける「地球科学」(Earth Science)を基に再編成されたとみる。そのため、地学

は、地球とその構成物質及び地球を取り巻く大気から宇宙まで、長大な時間軸と広大無辺

の空間、膨大なエネルギーといった概念を“地学”領域で包括的に養う、いわば特異な理

科教育の役割を担っている。 

因みに、戦前の昭和 10(1935)年代の旧制中学の理科は「物象」(物理、化学、地質・鉱

物など)と「生物」で、旧制高校(理科)の「理科」入試科目はほとんど物理であった。 

なお、昭和 23(1948)年度に発足した新制高校の学習指導要領「理科」では、「物理」「化

学」「生物」「地学」(各 5 単位)から 1 科目を選択必履修としていた。 

○ ｢３・11」、想定される「南海トラフ巨大地震」等を踏まえ、重要度増す「地学教育」 

23 年 3 月 11 日の東日本大震災(マグニチュード＜M＞9.0)では、巨大地震・巨大津波で

未曽有の災厄を被り、未だ計り知れない地球の脅威を思い知らされた。人類が 38 万キロ

かなたの月面着陸に成功してから 40 数年が経った現在でも、大地を揺るがす巨大地震の

メカニズムの解明、予知への道は未だ容易ではない。 

地震・津波に限らず、高校「地学」で扱う事物・現象は、日常的な気象現象からファン

タスティックな天体ショーまで、我々にとって極めて身近なものであるとともに、命に直

接かかわる問題でもある。特に東日本大震災や原発事故、甚大な被害が想定されている「南

海トラフ地震」(M9.1 を想定)等を踏まえ、これまで以上に自然災害に対する防災・減災教

育の重要性が指摘されている。さらに、地震・津波に加え、自然エネルギー・地下資源・

海洋開発、日本列島周辺の地殻変動や地質構造(原発敷地内の活断層など)、火山活動、地

球温暖化、異常気象のそれぞれ調査・分析、研究等々、地球科学に対する関心度と研究成

果への期待はこれまでになく高まっている。 

大学では地球科学(地球惑星科学)系の研究者・教育者の育成や技術者養成を一層進める

とともに、高校でも「地学」教育の重要性を再認識し、地学の“脱・マイナー科目”化を

図る努力が求められる。 

 (2012．09．大塚) 
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